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株式会社アポロガスの代表取締役社長	篠木雄司さんにお伺いしました。



ヒストリーインタビュー

　
株
式
会
社
ア
ポ
ロ
ガ
ス
は
、経
済
産
業
省
の

「
お
も
て
な
し
経
営
企
業
」、中
小
企
業
庁
の

「
が
ん
ば
る
中
小
企
業
3
0
0
社
」、日
刊
工
業

新
聞
社「
優
秀
経
営
顕
彰
・
震
災
復
興
支
援
賞
」、

そ
し
て
こ
の
度
、「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し

た
い
会
社
6
」で
紹
介
さ
れ
た
、L
P
ガ
ス
の
供

給
・
太
陽
光
発
電
・
水
素
事
業
な
ど
を
行
う
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
企
業
で
す
。

　
共
同
経
営
者
の
専
務
の
父
と
私
の
父
を
含
め

た
四
人
の
若
手
経
営
者
が
一
九
七
一
年
に
規
模

の
拡
大
と
合
理
化
を
目
指
し
て
小
規
模
L
P

ガ
ス
販
売
店
四
社
を
合
併
・
協
業
し
飯
坂
ア
ポ

ロ
ガ
ス
株
式
会
社
を
設
立
し
た
の
が
、当
社
の

始
ま
り
で
す
。な
お
、社
名
の「
ア
ポ
ロ
」は
無
限

の
可
能
性
に
挑
戦
す
る
気
概
を
示
す
た
め
、人

類
史
上
初
め
て
月
面
着
陸
を
成
功
さ
せ
た
ア
ポ

ロ
計
画
に
因
ん
で
つ
け
ま
し
た
。一
九
七
四
年
に

は
、給
排
水
設
備
等
の
施
工
管
理
を
行
う「
株

式
会
社
ア
レ
ッ
ク
ス
」を
設
立
し
、一
九
九
二
年

に
は
、社
名
を
現
在
の「
株
式
会
社
ア
ポ
ロ
ガ

ス
」に
変
更
し
て
い
ま
す
。ま
た
、二
〇
一
〇
年
に

は
、リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
部「
ほ
っ
と
リ
ビ
ン
グ
」

と
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
施
工
販
売
事
業
部

「
ア
ポ
ロ
エ
ナ
ジ
ー
」の
併
設
店
を
出
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
二
〇
一
二
年
に
は
被
災
者
の
住
宅
相

談
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
と
、「
フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ

ほ
っ
と
リ
ビ
ン
グ
株
式
会
社
」を
設
立
し
ま
し

た
。今
年
度
か
ら
は
新
事
業
と
し
て
、移
動
式
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
し
水
素
事
業
を
展
開

す
る
予
定
で
す
。

　
当
社
の
強
み
は「
人
財
」で
す
。当
社
の
入
社
条

件
は
、ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
の
実
践
者
で

す
。ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
と
は
、「
人
は
周

り
の
人
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に
生
き
て
い
る
ん

だ
よ
」と
い
う
有
名
な
言
葉
で
す
。当
社
で
は
、こ

の
言
葉
を
実
践
で
き
る
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、

目
配
り
・
気
配
り
・
心
配
り
が
で
き
る
思
い
や
り

に
あ
ふ
れ
る
心
の
感
性
を
も
っ
た
人
を
採
用
し

て
い
ま
す
。当
社
の
事
業
は
、ガ
ス
事
業
か
ら
発

電
・
水
素
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、競
合

他
社
と
の
一
番
の
差
別
化
は
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
従
業
員
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
社
員
教
育
は
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
た

め
、「
お
も
て
な
し
経
営
企
業
」の
受
賞
理
由
の

一
つ
に
も
な
り
、全
国
放
送
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組

で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。新
入
社
員
研
修
で
は
、

新
入
社
員
が
入
社
二
週
間
目
か
ら
一
年
間
地
元

の
ラ
ジ
オ
番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
担
当
し

ま
す
。こ
の
ラ
ジ
オ
研
修
で
は
、ゲ
ス
ト
の
選
出
や

原
稿
作
成
、事
前
打
ち
合
わ
せ
等
を
自
分
一
人
で

や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
の
で
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
、タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
、企
画
力
な
ど
、ビ
ジ
ネ
ス
で
必
要
と
す
る
実

践
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。当
社
は

本
当
に
入
社
し
て
も
ら
え
る
学
生
だ
け
に
内
定

を
だ
す
た
め
、就
職
説
明
会
で
は
、就
職
内
定
者

も
研
修
の
一
環
で
イ
ン
タ
ー
ン
社
員
と
し
て
テ
レ

ビ
C
M
や
ラ
ジ
オ
出
演
す
る
こ
と
を
告
知
し
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
、「
ラ

ジ
オ
D
J
な
ん
て
で
き

ま
せ
ん
。こ
ん
な
こ
と

や
ら
さ
れ
る
な
ら
、こ

の
会
社
無
理
」と
敬
遠

さ
れ
、七
割
の
学
生
か

ら
足
切
り
さ
れ
る
企
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か

し
、そ
の
一
方
で
、「
ラ
ジ
オ
D
J
な
ん
て
経
験
し

た
こ
と
な
い
の
で
、で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
け
ど
、前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
」と
い
う

前
向
き
で
プ
ラ
ス
思
考
の
強
い
意
志
を
持
っ
た
三

割
弱
の
学
生
の
中
か
ら
選
抜
で
き
る
の
で
、当
社

の
考
え
方
に
共
感
し
て
く
れ
る
優
秀
な
人
材
を

採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
震
災
直
後
、原
発
事
故
に
よ
る
影
響
が
懸
念

さ
れ
始
め
ま
し
た
が
、私
は
全
社
員
に
緊
急
招
集

を
か
け
、福
島
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
決
意
を

示
し
ま
し
た
。そ
し
て
こ
の
思
い
は
全
社
員
と
も

同
じ
で
し
た
。そ
こ
で
初
め
に
二
〇
一
一
年
七
月
、

当
社
は
会
社
の
方
針
を
広
く
地
域
社
会
に
伝
え

る
た
め
、「
元
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
宣
言
」を
地
元

新
聞
に
全
面
広
告
で
発
表
し
ま
し
た
。こ
の
地
元

新
聞
は
、当
社
の
創
業
時
に
記
事
を
書
い
て
応
援

し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、今
こ
そ
四
〇
年
前
の

恩
返
し
を
す
べ
き
時
だ
と
の
強
い
思
い
か
ら
、全

面
広
告
を
決
断
し
ま
し
た
。次
に
取
り
か
か
っ
た

の
は
、ガ
ス
の
二
十
四
時
間
保
安
監
視
シ
ス
テ
ム

を
無
償
で
利
用
者
に
提
供
し
て
、ガ
ス
漏
れ
を
監

視
す
る
と
共
に
、安
否
確
認
を
メ
ー
ル
で
知
ら
せ

る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。原
発
事
故
の
影
響
に

よ
り
、母
子
が
県
外
に
避
難
し
て
し
ま
い
、高
齢

者
の
単
身
世
帯
や
仕
事
で
日
中
不
在
に
な
る
男

性
の
単
身
世
帯
が
増
え
た
た
め
、こ
の
サ
ー
ビ
ス

は
地
域
社
会
の
安
全
確
保
に
貢
献
で
き
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
米
国
の
経
済
学
者
マ
イ
ケ
ル
・
E
・

ポ
ー
タ
ー
が
提
唱
す
る
C
S
V（
共
通
価
値
の

創
造
）の
実
践
を
目
指
し
て
い
ま
す
。従
来
の

C
S
R（
企
業
の
社
会
的
責
任
）が
企
業
の
本
業

と
隔
た
り
の
あ
る
慈
善
的
な
社
会
貢
献
活
動
で

あ
る
の
に
対
し
、C
S
V
は
社
会
的
な
課
題
の
解

決
と
企
業
の
競
争
力
向
上
を
同
時
に
実
現
さ
せ

る
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。当
社
は
、ガ
ス
や
太

陽
光
発
電
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
か
ら
住
宅

建
設
ま
で
、地
域
社
会
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る

こ
と
を
本
業
と
し
て
い
ま
す
の
で
、C
S
V
の
コ

ン
セ
プ
ト
で
あ
る
社
会
的
価
値
と
企
業
が
追
求

す
る
経
済
的
価
値
の
両
立
は
十
分
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。ガ
ス
小
売
り
の
自
由
化
に
伴

い
ガ
ス
業
界
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
中
、当
社
は
地
域
の
皆
様
に
幸
せ
を
お
届
け

す
る
日
本
一
の
元
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
企
業
を

目
指
し
て
地
元
の
皆
様
の
生
活
を
支
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社員は財産！ ユニークな社員教育でAIに負けない
人材を育てる総合エネルギー供給企業

企
業
紹
介

御
社
の
強
み
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

七
割
強
の
学
生
か
ら
足
切
り

に
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

震
災
後
の
対
応
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

沿
革
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

企業名 株式会社アポロガス
代表者名 代表取締役社長　篠木　雄司
住 所 〒960−0201

福島市飯坂町字八景6−17
T E L 024−542−1122
F A X 024−542−7754
H P http://www.apollogas.co.jp/
資本金 2,000万円

企業概要
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ヒストリーインタビュー

3　News Clip

風評被害に負けず頑張っている事業者を対象に商品開発や生産管理、販路拡大の支援を行い、首都圏での販路開拓や福島県の
現状ＰＲを目的とし実施いたしました。銀座、有楽町界隈のアンテナショップへ来店する消費者を対象に有楽町駅前広場にて
開催。主に発酵食品を中心に関連商品など来場者に適した商品を販売しました。また、福島円盤餃子の試食品提供や福島県加工
食品のＰＲ、フードコミュニケーション資料等を配布して、福島県の現状を首都圏消費者に理解いただくことで風評払拭にも努め
ました。事前の商工会の伴走支援により各出展者とも店舗の特色を出すことに成功し、持参した商品はすべて完売状態でした。

『福島の美味しいもの 食のフェア in東京』

オープニングセレモニー
主催者あいさつ 轡田会長

福島円盤餃子の試食品提供コーナーも大盛況

お客様が途切れることもなく、初日は午後7時まで販売しました。

駅前とあって多くのお客様に福島県の食品を
PRすることができました。

店舗の特色を出して販売を行いました。

準備万端、オープン間近

平成29年11月10日（金）から11日（土）
の2日間、東京都『有楽町駅前広場』にお
いて県内事業者の出展により開催。天候
にも恵まれ、また有楽町駅前という立地
により、多くのお客様に福島県の食材を
使った加工食品“美味しいもの”の魅力を
感じていただくことができました。

集客数 4万5千人　総売上合計 1,700千円
オープニングセレモニー

ご来賓祝辞　全国連  乾専務理事

各ブースとも大盛況で完売続出でした。
福島りょうぜん漬本舗 ㈱金子牧場
㈲糀和田屋 お漬物  八島食品
㈱ルバーブの島田農園 ㈲大椙食品
㈱あぶくま川内 みそ漬処  香の蔵
ヤマサ商店 日本橋ふくしま館　　ほか

参加された事業者のみなさん
ご協力ありがとうございました。
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青年部女性部

福島県商工会青年部連合会設立50周年記念式典
地域の担い手として、事業の後継者として、次の50年に向けて

より輝かしい未来を目指すことを決意
　平成30年1月30日、福島県商工会青年部連合会設立50周
年記念式典がいわき市「ホテルハワイアンズ」において盛大に
開催されました。式典には、青年部員176名が出席し、次の
50年に向けてより輝かしい未来を目指すことを決意しました。
　河治県青連会長が挨拶で、「国の中小・小規模事業者を
取り巻く環境改善への姿勢が大きく変わってきており、商工
会青年部は変わりゆく時代の変化にいち早く気づき、即応
するために一層の研鑽による変革が求められている。本
式典を契機に「想・創・奏〜ふるさとを想い、人を創り、未来を奏でる　友よ　ほんとうの空へ〜」の実現
に向かって、地域の担い手として、事業の後継者として、商工会並びに女性部との絆を最大限に発揮し、次
の50年に向けてより輝かしい未来を目指して、邁進していく」と述べました。

　引き続き、これまで福島県商工会青年部連合会の発展にご尽力
をいただいた方々に感謝状が贈呈されました。
　また、式典では、常磐興産株式会社・坂本征夫顧問を講師に、「炭
鉱から観光へ、そして復興へ“もうだめだ”から“チャンスに”」と題
し、スパリゾートハワイアンズのこれまでの歴史や成功の分析、そし
て企業努力等について解説していただくとともに、震災後の復興の
取り組みについて記念講演が行われました。炭鉱経営からテーマ
パーク運営という異業種への転換を決断した当時のトップの考え
方や、その後の経営戦略については、内部の人ならではの臨場感あ
る語りで出席者を引き付け、東日本大震災から「グランドオープン」
までの国や報道を巻き込んだ復興への取り組みは、青年部員の事
業の業種を問わず、大変参考になったのではと思います。
　歴代県青連会長を交えての祝賀会では、当時の思い出や苦労話
を話しながら50年の歴史を
振り返っていました。

式典会場　ホテルハワイアンズ

感謝状受賞者謝辞　佐々木英明氏

祝賀会　鏡開きの様子

式辞　河治県青連会長

歴代県青連会長福島県青連一同

感謝状受賞者

福島県商工会青年部連合会	 第20代会長　菅本　和雅（浪江町）
	 第21代会長　須藤　正樹（西郷村）
	 第22代会長　山川　憲彦（桑折町）
	 第23代会長　佐々木英明（大玉村）
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青年部女性部

女性部基盤強化事業
（11商工会女性部が手を組んで部員増強運動実施！！）

元気はつらつ！エゴスキューで復興支援事業
幹事：あだたら商工会女性部／県北地区（11単会）

　年々減少傾向にある女性部員数は、どの商工会女性部においても頭を悩ます問題の1つであると思い
ます。平成28年度の県内女性部員の減少は、平均部員数を42名と計算すると1年に2から3の女性部が
無くなっている計算になります。そこで、県北地区の11商工会女性部は、あだたら商工会女性部が事業
幹事となり広域事業として女性部員増強運動を実施しました。まず、未加入者の皆さんに『女性部を知っ
てもらう』を基本テーマとし3つの情報提供を行い大幅な部員増強に繋げました。

事業内容は下記の通り

1. 部員増強運動PRチラシの作成
	 	　共通のPRチラシを作成し各地区にて事業参加や加入を呼びかけま
した。（裏面には11商工会女性部長の顔写真や事業等々の女性部情報
を入れました。）

2. 交流会（意見交換会）の開催
	 	　各部より自慢できる事業の紹介や部員加入を効果的に実施するため
に工夫していることなど意見交換を行いました。

3. 講習会（エゴスキュー）の開催➡ここがポイント！
	 	　幅広い年齢に取り入れやすく、未加入者も女性部員も楽しめる「健
康」をテーマにした講習会を開催し（2回開催107名参加）女性部活動
に興味を持って頂きました。

＊＊＊＊＊＊ 事業の途中経過報告 ＊＊＊＊＊＊
　今回、事業を実施した結果、女性部員増強運動強化期間
（9月〜12月）の加入数が、平成28年度は県北地区全体で
3名だったのに対し、平成29年度は12名と大幅アップする
ことができました。参加者のアンケート結果については、約
8割の方から今回の事業が部員増強運動に繋がったという
回答を得られ、また、部員未加入者のアンケートからも、「講
習会が楽しかった」「様々な活動をしていて感心した」「女
性部活動に興味を持った」等々、好印象なアンケート結果も
得られ今回の事業効果に満足を得ることができました。これからも、組織の基盤強化のほか女性部目線
を大切にしながら様々な事業に積極的に取組んで行きたいと思います。
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代表　大山雅己�氏
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表
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島
県
大
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部
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営
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援
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画
と
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の
策
定

今
後
の
支
援
計
画

あいづ商工会
渡部理映子経営指導員
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県内4地
域の商工

会から、地
域でがん

ばってい
る会員企

業をご紹
介いたし

ます。

みなさん
の経営の

ヒントに
なるお話

もたくさ
んいただ

きました
。

是非、ご感
想を福島

県商工会
連合会ま

でE-メー
ルにてお

寄せ下さ
い。（f-wi

ng@do-
fukushim

a.or.jp）

経営支援
レポート

スームアッ
プ

スームアッ
プ

元気印

会 津

県中・県南

県 北

浜通り

柳津町商工会

国見町商工会

葛尾村商工会

小野町商工会

河畔の宿 月見亭

代表取締役　武田美恵子氏
〒969−7207
河沼郡柳津町大字小椿字瑞光寺甲2771番地1
TEL	0241−42−2348
FAX	0241−42−3420
URL	http://www.tsukimitei.com/

バジル鍼灸整骨院

院長　菅野　光秀氏
〒969−1761
福島県伊達郡国見町藤田字北63
TEL・FAX	024−502−4241
営業時間／	8:30〜18:30
定 休 日／	毎週日曜日、祝日

石井食堂

代表　石井　一夫氏
〒979−1602
福島県双葉郡葛尾村大字落合字西ノ内10
TEL	0240−29−2030
営業時間／	商店			8：00〜19：00
	 食堂	11：00〜18：30
	 　　					宴会は予約制
定 休 日／	毎週日曜日

レストラン志木

代表　木内　清子氏
〒963−3402
福島県田村郡小野町大字谷津作字谷津79−5
TEL	0247−72−2921
FAX	0247−72−3843
営業時間／	ランチ	 11：30〜14：00
	 ディナー	17：00〜21：00
定 休 日／	不定休

■郷土料理と景観、おもてなし
　当館は、柳津虚空蔵尊を仰ぎ見る只見川の
河畔に建ち、今年で創業40周年を迎える全18
室の小さな宿です。料理と景観、おもてなしの
3つを特徴に営業しております。会津の郷土料
理（こづゆ／ニシンの山椒漬け／車麩甘辛煮
など…）や季節によって、きのこや山菜など、旬
の食材をふんだんに使った料理を提供してい
ます。長男は管理栄養士の資格を持っており、
レッドカレーや赤べこラーメン、手づくりチーズ
ケーキなど、若い感覚で新しい郷土料理の開発
に取り組んでいます。洋食や家庭料理など幅広
いご要望にお応えしてお客様から好評をいた
だいています。また、当館からは、柳津町を代
表する景観を眺めることができます。特に食事
処は、福満虚空蔵尊や只見川の流れを見る絶
好のビューポイントで、夜のライトアップや春
の桜、秋の紅葉など季節ごとに食事をしながら
景観を楽しむことができます。当館のおもてな

しは、家族経
営ならではの
ふるさとの家
庭のような常
に明るい雰囲
気づくりにあ
ります。
■あたたかい宿を目指して
　商工会の経営指導員の支援を受けて、これ
まで2回にわたって持続化補助金を活用しま
した。1回目は、国道沿いに当館の案内看板
を設置しました。郷土料理の写真を前面に出
したシックなデザインが特徴で、女性のお客
様のご利用が増加しました。また、長期滞在
可能をうたったことで、会社関係から問い合
わせが相次ぎ、当館の知名度が格段に上がり
ました。2回目は、調理を担当する長男の要
望を受けてスチームコンベクションオーブン
を導入しました。これによりメニューの幅が
広がり、同じ品質の料理を一定量調理するこ
とが可能になり、生産性がグンと向上しまし
た。これからも商工会の支援を受けながら、
お客様に支持されるあたたかい宿を目指して
まいります。

■事業紹介
　院長は、三春町の医療法人誠励会のリハビ
リ施設で約10年間、特に高齢者へ日常生活の
改善や介護予防に取り組んできた先生で、リハ
ビリ分野のプロフェッショナルです。東洋医学
は、自己免疫力を高めて身体の不調を改善さ
せていくために、その効果が現れるまでに時
間がかかります。患者様には、特に会話の時
間を増やし、東洋医学と西洋医学の違いを含
め理解を深めていただくことに力を入れてお
ります。又、治療やリハビリの後の修復過程で
発現する痛みの増加など一時的に悪化したか
のような反応（好転反応）の理解を深める努力
も日々行っております。院長がストレスの因子
から現代人の免疫力が低下していると日々感
じていたとき、ストレスをすっきり解消させ、免
疫力をも高めてくれるホーリーバジルの存在

を知り、当院の
由来となりまし
た。この万能
ハーブは栽培
簡単なので、種
を無料で配っ
ており、栽培方

法から活用法まで指導しています。このエキ
ス入りオイルを手作りし、治療・リハビリに活
用していますので、患者様の症状改善にもつな
がっております。
■商工会を活用した施設レベルアップ
　院長が治療・リハ
ビリのレベルを高め
ようと調査している
ときに、理学療法士
が使用している筋肉
の質改善を実現する
医療機器の情報が入
り、超高齢化社会を迎
えるこれからの治療・
リハビリに必要なも
のだと確信しました。
機器の導入に当たっては商工会の支援により
小規模事業者持続化補助金を活用させて頂き
ました。お陰さまで患者様の症状改善にもつ
ながり、好評を得ております。今後も新機器と
ホーリーバジルの活用により、地域密着型の整
骨院になれるように、一人一人の患者様に合っ
た治療・リハビリを提案・提供し悩める患者
様に寄り添っていきたいと考えています。

■事業所紹介
　先代の石井清夫婦が昭和
40年から葛尾村の西ノ内
地内で創業し、大盛りの食
堂と生鮮食料品を取り扱う
地域の商店として、住民の
方には大変お世話になって
おりました。しかし、東日本
大震災に伴う原発事故によ
り全村避難となり、一時会津坂下町に避難し、三春
町へ仮設住宅が整備されたことに伴い、平成23年
11月には仮設店舗で営業再開。
　平成29年7月28日には、村内の現在の場所に
店舗兼住宅を新築し、家族4人で念願の営業再開
を果たしました。7月の再開から現在まで帰村村
民や復興工事関連作業員が当店を利用していただ
いており、食堂にあたってはお陰様でお客様に待
ち時間をいただきながらこなしている状況です。
食品関係も村内唯一の生鮮食品店として帰村村民
から喜んでいただいております。夕方は、お刺身の
盛り合わせ造りが間
に合わない程忙しい
です。しかしながら、
午後6時を過ぎると
帰村住民現在250

名余りの静かな村に戻ってしまい寂しい状態です。
■商工会の支援
　商工会では、東電への賠償金請求支援はもとよ
り、事業再開支援を実施してきました。仮設住宅
が三春町に整備されるとの情報から、避難した平
成23年の4月中旬に村へ要望し仮設店舗の支援
事業にエントリーし、中小機構と調整を図りなが
ら11月に仮設店舗をオープンすることが出来ま
した。仮設店舗から市場までの仕入れに全国連
の軽トラック無償貸与事業を活用することが出来
ました。さらに、平成28年6月12日に村の避難
指示が解除されることに合わせ、経済産業省の支
援を頂き、平成28年6月から平成29年12月末日
まで、店舗のない村内の帰村住民や復興作業員へ
弁当や商品を運ぶ『かつらお復興応援宅配サービ
ス事業』を実施してきました。又、村内での事業
再開に向けて、復興支援アドバイザー事業を活用
して新店舗を設計し、福島県原子力被災事業者事
業再開等支援補助金を活用して、新店舗への冷蔵
庫や厨房機器の購入に役立てることが出来まし
た。今後も会員事
業者に寄り添いなが
ら、村の復興に寄与
していきたいと思い
ます。

■“肉”をキーワードに心機一転

　小野町にて32年間地元の人たちに親しま
れている地域密着型の洋食店です。老舗洋食
店での修行経験を活かし「素材（肉）、ソース、
調理にこだわった“美味しい洋食”を食べて
もらいたい」との思いで提供する「オリジナル
ハンバーグ」は多くの人に喜ばれる大人気メ
ニュー。現在、夫婦2人で元気にお店を切り盛
りしています。しかし長年地元のお客さんの
要望に応えるあまりメニューを増やし続けた
結果、本来の洋食店の要素は薄れ定食屋さん
と化していました。そこで昨年、旦那さんから
奥さんへの代表者変更をきっかけに事業の見
直しを決意。お店の特徴（売り）を明確にする
為に専門家からのアドバイスなどを活用し「肉
のうまい洋食店」というキーワードに辿り着き

ました。さらにお客さんに「肉のうまい洋食
店」を効果的にPRする為に補助金を活用し「メ
ニュー・店舗・看板」をリニューアルし日々奮
闘中です！ぜひ一度、レストラン志木「自慢の
肉料理」を満喫しに来て下さい。
■商工会の幅広い支援に感謝
　開店から約30年、ハンバーグのネット通販や
新メニュー開発などいろいろと試行錯誤してき
ましたが、最近手詰まり感があり売上も減少傾
向でした。そんな時、商工会から勧められた「事
業の見直し」を決心しました。経営計画づくり
から専門家のアドバイス、補助金の申請と実施、
資金調達まで幅広い支援を受け「具体的なかた
ち」になったことで「これからも頑張ろう」とい
う意欲が湧きました。安心して頼れる「商工会」
が身近にいる事が、本当に心強く思います。

絶景の只見川を望む
おもてなし料理の宿

結果重視の治療院を
目指して

大盛りで復興応援！

肉のうまい洋食店➡
レストラン志木
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近
年
、村
外
の
多
く
の

皆
様
よ
り「
鮫
川
村
は
頑

張
っ
て
い
ま
す
ね
…
」
と

声
を
か
け
ら
れ
る
機
会

が
度
々
あ
る
。
そ
の
度
に

「
結
構
ス
ッ
タ
モ
ン
ダ
も
あ
ん
だ
が
ん
な
い
」

と
笑
い
な
が
ら
答
え
て
い
る
。
我
が
鮫
川

村
は
石
川
町
、
棚
倉
町
、
古
殿
町
、
塙
町
、
い

わ
き
市
に
隣
接
す
る
阿
武
隈
南
部
の
人
口

三
、三
五
〇
人
の
中
山
間
の
小
さ
な
村
。
ど
の

町
か
ら
来
て
も
急
な
坂
道
を
通
過
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
よ
く
皆
様
が
口
に
す
る
「
過
疎

化
が
進
む
辺
鄙
な
村
」な
の
で
あ
る
。
人
口
減

少
が
急
激
に
進
み
商
店
の
数
や
商
工
会
会
員

数
も
半
減
し
て
い
る
だ
け
に
、村
の
将
来
に
危

機
意
識
も
強
く
、
若
者
や
村
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
駆
使
し
て
で
も
「
頑
張
る
べ
く
要
因
」
は
そ

こ
に
あ
る
。

　
高
原
の
鮫
川
う
ま
い
も
の

祭
り
は
三
十
一
回
を
迎
え
る
。

鹿
角
平
観
光
牧
場
の
雄
大
な

景
色
を
「
最
大
の
お
も
て
な

し
」と
し
て
、村
内
外
か
ら
毎

年
五
千
人
以
上
の
お
客
様
を

迎
え
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽

し
む
。
イ
ベ
ン
ト
の
事
務
局
は
商
工
会
が
担

い
村
役
場
と
J
A
の
企
画
委
員
が
内
容
を
企

画
す
る
。
私
は
常
に
「
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
人

づ
く
り
」と
実
行
委
員
に
話
を
す
る
。
五
年
前

か
ら
鮫
川
中
学
校
の
全
生
徒
に
イ
ベ
ン
ト
の

ス
タ
ッ
フ
を
お
願
い
し
て
い
る
。
こ
の
生
徒
達

が
村
の
一
大
事
業
の
体
験
を
通
じ
て
「
故
郷
を

愛
す
る
心
」を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
と
願
う
。

　
ま
た
近
年
、
商
工
会
青
年
部
を
中
心
と
し

て
村
内
の
若
者
の
発
案
に
よ
り
「
さ
め
が
わ
マ

ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
集
客
に
村
民

が
驚
い
て
い
る
。
今
後
も
村
を
あ
げ
て
「
女
性

や
若
者
の
発
案
」
を
応
援
し
、
村
の
産
業
振
興

に
繋
げ
た
い
も
の
だ
。

　「
村
民
の
笑
顔
」「
商
店
の
笑
顔
」「
ス
タ
ッ

フ
の
笑
顔
」が
見
た
い
…
。
国
の
買
い
物
弱
者

支
援
事
業
と
村
の
支
援
、住
民
の
協
賛
を
得
て

開
店
し
た「
村
民
の
店
す
ま
い
る
」が
五
年
目
を

迎
え
る
。
こ
の
店
舗
は
元
商
工
会
会
長
が
経
営

を
し
て
い
た
ス
ー
パ
ー
を
村
が
買
い
取
り
、
商

工
会
が
経
営
す
る
公
設
民
営
の
「
村
民
の
店
」

だ
。
十
七
商
店
の
商
品
を
扱
い
、店
舗
販
売
の

他
、
高
齢
者
へ
の
宅
配
を
通
じ
て
安
否
確
認
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
店
舗
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
に
よ
る
定
期
的
な
「
高
齢
者
す
ま
い
る
サ

ロ
ン
」を
開
催
し
、住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

と
し
て
も
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　「
急
激
な
人
口
減
少
や
若
者
の
村
外
へ
の

流
出
」
は
村
の
破
綻
に
繋
が
る
。
ま
た
村
内

事
業
所
、
商
店
へ
の
直
接
的
な
経
済
的
損
失

は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
現
状
を
鑑

み
、
今
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て「
若
者
の
定

住
策
へ
の
調
査
研
究
」
を
実
施
し
た
。
全
商

工
会
会
員
及
び
公
営
住
宅
入
居
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
調
査
委
員
会
を
経

て
先
進
地
（
茨
城
県
大
子
町
）
視
察
を
実
施

し
た
。
公
営
住
宅
入
居
者
か
ら
は
「
公
営
住

宅
の
家
賃
の
助
成
を
望
む
」
声
の
反
面
、「
新

築
は
村
内
で
村
内
の
業
者
に
依
頼
し
て
も
い

い
」
と
い
う
意
見
も
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
ま

た
子
育
て
支
援
日
本
一
と
さ
れ
る
大
子
町
の

施
策
は
住
宅
建
設
や
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
支
援

の
条
件
は「
地
元
建
設
業
者
」と
し
て
い
る
。

　
自
治
体
や
商

工
会
の
成
す
べ

き
役
割
は
「
地

元
の
産
業
の
振

興
と
担
い
手
育

成
」に
あ
る
。
他

を
見
て
学
び
、

身
丈
に
あ
っ
た

「
循
環
型
の
地

域
づ
く
り
・
人

づ
く
り
」
が
急

務
と
さ
れ
る
。

う
ま
い
も
の
祭
り
と

さ
め
が
わ
マ
ル
シ
ェ

高
齢
者
の
買
い
物
支
援
と
商
店
の

売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
目
指
す

村
の
人
口
減
少
を
ど
う
食
い
止
め
る

調
査
研
究
報
告
書
を
村
に
提
出
！

恒例となった高原の鮫川うまいもの祭り

村民の需要が高まる村民の店「すまいる」

先進地視察（茨城県大子町）

鮫
川
村
商
工
会

小
さ
な
村
な
ら
で
は
の
頑
張
り
と

元
気
づ
く
り『
策
は
あ
る
』
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下
郷
町
商
工
会
会
長

の
渡
部
勝
男
で
す
。

　
下
郷
町
は
会
津
地

方
の
南
部
に
位
置
し
周

囲
は
那
須
山
系
な
ど
の

山
々
に
囲
ま
れ
、町
の
ほ
ぼ
中
央
を
南
西
か
ら

北
東
に
阿
賀
川
（
大
川
）
が
流
れ
、「
搭
の
へ
つ

り
」に
代
表
さ
れ
る
雄
大
な
渓
谷
が
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
渓
谷
に
包
ま
れ
た
湯
量

豊
富
な
湯
野
上
温
泉
が
あ
り
、「
い
で
湯
と
渓

谷
の
里
下
郷
町
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た

か
の
よ
う
な
茅
葺
屋
根
の
町
並
み
の
大
内
宿

に
は
、
年
間
八
十
万
人
が
訪
れ
て
お
り
、
歴
史

と
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で
も
あ
り
ま
す
。
交

通
は
、
国
道
一
二
一
・
一
一
七
号
線
、
そ
し
て

国
道
二
八
九
号
甲
子
道
路
や
「
会
津
鉄
道
」が

走
り
、
首
都
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
に
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
主
な
産
業
は
、農
業
や
観

光
産
業
な
ど
で
す
。

　
今
年
度
の
重
点
事
項
の
一
つ
と
し
て
、
当
商

工
会
で
は
「
下
郷
町
と
連
携
し
た
共
通
I
C

型
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
運

営
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
は
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
事
業
に
よ
っ
て
消
費
を
流
出
さ
せ
ず

に
町
内
を
循
環
さ
せ
、
行
政
に
も
各
種
施
策

の
普
及
の
た
め
ポ
イ
ン
ト
を
発
行
し
て
も
ら

い
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
参
加
で
も
ポ
イ
ン
ト
が

も
ら
え
る
、
ま
っ
た
く
新
し
い
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
「
し
も
ご
ろ
ー
カ
ー
ド
」を
誕
生
さ
せ
ま
し

た
。
下
郷
町
は
観
光
に
関
わ
る
事
業
所
が
多

い
の
で
、
何
度
も
下
郷
町
に
来
て
も
ら
い
リ

ピ
ー
タ
ー
を
作
り
た
い
と
の
思
い
も
あ
り
、従

来
か
ら
の
小
売
店
の
み
な
ら
ず
飲
食
店
や
宿

泊
・
観
光
施
設
等
で
も
使
え
る
、
町
民
だ
け

で
な
く
観
光
客
等
町
外
の
人
た
ち
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
魅
力
あ
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
で
す
。
こ
の
カ
ー
ド
は
、
昨
年
十
月
五
日

に
運
用
を
開
始
し
、
町
内
の
小
売
店
や
飲
食

店
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
燃
料
店
、コ
ン
ビ
ニ
・

ス
ー
パ
ー
、
観
光
お
み
や
げ
旅
館
民
宿
な
ど
の

加
盟
店
七
十
一
事
業
所
で
、原
則
と
し
て
百
円

（
税
別
）の
買
い
物
ご
と
に
一
ポ
イ
ン
ト
が
も

ら
え
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
一
ポ
イ
ン
ト

一
円
で
一
ポ
イ
ン
ト
か
ら
使
え
ま
す
。
ま
た
、

町
内
の
銀
行
、
郵
便
局
、J
A
、
駅
な
ど
の
公

的
施
設
に
協
力
し
て
も
ら
い
、そ
こ
に
来
店
し

た
だ
け
で
一
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
、来
店
ポ

イ
ン
ト
加
盟
店
が
十
六
箇
所
あ
り
ま
す
。
こ

の
来
店
ポ
イ
ン
ト
の
取
り
組
み
は
全
国
的
に

も
珍
し
く
、
注
目
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
や
、
町
の
健
康
診
断
の
受
診
や
商
工
会

主
催
の
健
康
教
室
な
ど
に
参
加
し
て
も
ポ
イ

ン
ト
が
も
ら
え
、
更
に
希
望
者
に
は
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
安
否
確
認
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
商

店
街
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
町
民
の
健
康

づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
づ
く
り
の
一
助

と
し
て
「
し
も
ご
ろ
ー
カ
ー
ド
」を
活
用
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
カ
ー
ド
登
録
者
は
、約

四
千
人
と
な
り
町
民
の
ほ
と
ん
ど
の
方
に
発

行
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
下
郷
町
を
訪
れ
る
観

光
客
等
の
方
々
に
も
P
R
し
て
、会
員
増
加
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、町

内
十
一
箇
所
の
飲
食
店
加
盟
店
で
、
ポ
イ
ン
ト

ラ
リ
ー
を
行
っ
て
お
り
、
全
箇
所
制
覇
す
る
と

五
百
ポ
イ
ン
ト
の
ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
も

ら
え
る
企
画
を
実
施
中
で
あ
り
、町
民
は
も
と

よ
り
町
外
か
ら
の
来
客
者
に
も
大
変
好
評
を

得
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
下
郷
町

に
お
越
し
い
た
だ
き
「
し
も
ご
ろ
ー
カ
ー
ド
」

ポ
イ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

新
た
な
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
導
入

新ポイントカードセレモニー

下
郷
町
商
工
会

「
し
も
ご
ろ
ー
カ
ー
ド
」を
利
用

し
た
地
域
活
性
化
に
向
け
て

大内の夜

11　News Clip
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全国商工会会員福祉共済

あなたも家族もまるごと守る！ 頼れる補償の

商工会の福祉共済

「病気」の
補 償

「けが」の
補 償

「生命」の
保 障

12万人以上の
皆様にご利用

いただいています

トータル
「がん」補償

シンプル
「がん」補償

お問合せ・資料請求はご加入の商工会まで
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